
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

原
爆
の
惨
禍
に
よ
っ
て
３
５
０
名
余
り
の
学
生・

生
徒
と
教
職

員
を
失
っ
た
本
学
院
に
と
っ
て
、
平
和
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
切
な
使
命
で
あ
る
。
本
学
で
は
、
１

９
６
７
年
か
ら
50
年
以
上
連
綿
と
続
く
「
原
爆
講
座

―
８・

６

の
意
味
す
る
も
の
」
が
平
和
教
育
の
組
織
的
取
り
組
み
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
。
高
齢
化
が
進
む
被
爆
者
の
貴
重
な
証
言
や
平
和
関

連
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
の
話
に
耳
を
傾
け
、
平
和
と
核
兵
器
に
つ
い

て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

毎
年
８
月
６
日
を
中
心
と
す
る
３
日
間
、
本
学
に
お
い
て
「
キ

リ
ス
ト
教
主
義
大
学
ジ
ョ
イ
ン
ト
８・

６
平
和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
西
日
本
地
区
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
を

中
心
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
19
回
目
の
昨
年
は
神
戸
女
学
院
大
学
、

松
山
東
雲
女
子
大
学
、
福
岡
女
学
院
大
学
、
敬
和
学
園
大
学
ほ
か
、

短
期
大
学
２
校
に
本
学
を
加
え
た
７
校
か
ら
29
名
が
参
加
し
た
。

内
容
は
、
被
爆
証
言
、
平
和
記
念
公
園
と
広
島
平
和
記
念
資
料
館

見
学
、
広
島
市
の
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
加
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
発
表
な
ど
へ
と
続
く
。
広
島
の
地
で
生
ま
れ
育
っ

た
学
生
に
は
お
な
じ
み
の
内
容
で
あ
る
が
、
他
県
か
ら
参
加
し
た

学
生
に
と
っ
て
（
た
と
え
修
学
旅
行
な
ど
で
訪
れ
て
い
た
と
し
て

も
）、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
て
心
に
刻
み

込
ま
れ
る
経
験
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
は
、
海
外
提
携
校
の
学
生
を
招
い
て
、

隔
年
の
６
月
と
８
月
に
ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
た
。
６

月
に
は
ア
メ
リ
カ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
提
携
校
の
学
生
を
招
き
、
合

同
ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
日
本
文
化
の
体
験
や

広
島
市
内
、
宮
島
観
光
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
英
語
に
よ
る
平
和

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
は
１

９
９
２
年
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
25
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
８

月
は
長
年
の
提
携
校
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ー
リ
ン
グ・

グ
リ
ー

ン
州
立
大
学
（
Ｂ
Ｇ
Ｓ
Ｕ
）
の
一
行
を
招
い
て
ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
英
語
に
よ
る
被
爆
体
験
の
証
言
な
ど
、
一
連

の
イ
ベ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
熱
い
議

論
を
交
わ
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
茶
道

や
華
道
体
験
、
浴
衣
の
着
付
け
体
験
は
毎
回
好
評
で
あ
り
、
本
学

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
高
め
る 

海
外
ピ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

［
広
島
女
学
院
大
学
］

宇
根 

治
●
広
島
女
学
院
大
学
学
生
課・

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
課
長

《
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業（
イ
ベ
ン
ト
）編
》
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の
学
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な
交
流
体
験
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
本
学
は
受
け
入
れ
る
だ
け
の
平
和
学
習
で
は
な
く
、
海

外
、
特
に
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
企
画
実
施

し
て
い
る
。
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
る
ア
ジ
ア
各
国

で
は
あ
る
が
、
そ
の
経
済
的
繁
栄
の
蔭
の
部
分
に
目
を
向
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
心
の
中
に
変
化
を
起
こ
さ
せ
る
試
み
で 

あ
る
。

　

２
０
１
１
年
に
始
ま
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ビ
レ
ッ
ジ・

フ
ィ
ー

ル
ド・

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
で
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
毎
年

８
月
に
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
て
い
る
。
経
済
発
展
の
中
で
都
市
と
農

村
の
相
互
依
存
関
係
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
実
情
を
学
び
、
豊
か

さ
の
裏
側
に
あ
る
矛
盾
を
理
解
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
現
実
の
問
題
を
考
え
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア・

ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
」
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い
て
開
発
援
助
や
緊
急
支
援
を
行
っ
て

い
る
国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ワ
ー
ル
ド・

ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
、Ｗ
Ｖ
）」

の
協
力
で
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
１
週
間
と
は
い

え
、
そ
の
内
容
は
濃
密
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
身
売
買
取
引
か
ら

救
出
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
現
地
で
支
援
す
る
活
動
を
し
て
い
る

Ｗ
Ｖ
の
拠
点
の
視
察

や
、
国
立
小
児
病
院

に
お
け
る
Ｗ
Ｖ
の
医

療
支
援
を
学
び
、
プ

ノ
ン
ペ
ン
の
ス
ラ
ム

街
を
歩
き
な
が
ら
、

Ｗ
Ｖ
の
現
地
に
お
け

る
活
動
の
詳
細
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る

な
ど
、
経
済
的
自
立

の
た
め
の
支
援
活
動

の
実
態
を
経
験
的
に

知
る
。

　

単
な
る
海
外
留
学

で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
が
学
生

の
心
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
測
り
知
れ
な
い
。
現
地
の
人
々
と

の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
、
参
加
し
た
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に

問
題
意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
私
た
ち
は
実
感
す
る
。
今

後
も
、
被
爆
地
に
あ
る
大
学
と
し
て
、
世
界
の
危
機
的
問
題
に
一

層
深
く
関
わ
れ
る
よ
う
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
う

も
の
で
あ
る
。

2018年度「カンボジア・スタディツアー」
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　

恵
泉
女
学
園
大
学
で
は
、
学
園
創
始
者
で
あ
る
河
井
道
の
教
育

理
念
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
き
、
神
と
人
と
に
仕
え
、
自
然

を
慈
し
み
、
世
界
に
心
を
開
き
、
平
和
の
実
現
の
た
め
に
貢
献
で

き
る
女
性
を
育
成
す
る
」
を
実
践
的
に
発
展
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、

担
当
教
員
の
専
門
地
域
を
学
期
休
み
に
１
〜
２
週
間
訪
問
す
る
短

期
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
が
１
９
９
９
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら

に
、
秋
学
期
の
約
５
カ
月
間
、
協
定
校
で
あ
る
タ
イ
国
立
チ
ェ
ン

マ
イ
大
学
で
タ
イ
語
と
現
地
講
義
を
受
講
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政
府
機

関
、
村
の
住
民
組
織
な
ど
に
お
い
て
学
生
の
関
心
テ
ー
マ
に
基
づ

く
体
験
学
習
を
行
う
タ
イ
長
期
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
（
以
下
、

タ
イ
長
期
Ｆ
Ｓ
）
を
２
０
０
０
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

他
大
学
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
２
０
０

６
年
度
、
文
部
科
学
省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」
に
選
定
さ
れ
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
日
本
学
生

支
援
機
構
の
「
海
外
留
学
支
援
制
度
」
に
も
採
択
さ
れ
、
２
０
１

８
年
12
月
に
は
文
部
科
学
省
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
表
彰
」
で

選
考
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

１　

タ
イ
長
期
Ｆ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

　

学
生
は
春
学
期
に
タ
イ
長
期
Ｆ
Ｓ
の
事
前
授
業
を
履
修
し
、
８

月
に
タ
イ
に
出
発
す
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
で
タ
イ
語
、
課
外
授

業
を
通
し
て
タ
イ
事
情
、
タ
イ
の
社
会
問
題
を
学
び
、
農
村
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
訪
問
後
、
体
験
学
習
先
を
決
め
る
。
10
〜
12

月
の
間
を
３
期
に
分
け
て
体
験
学
習
を
実
施
し
、
各
期
の
終
了
後

に
学
生
は
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
に
戻
り
、
報
告
を
行
い
、
12
月
上
旬

に
は
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
し
帰
国
す
る
。
体
験
学
習
の
学
び
を
日
々

の
生
活
で
活
用
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
翌
年
度
の
春
学
期

に
は
現
場
に
お
け
る
包
括
的
な
学
び
を
振
り
返
る
事
後
授
業
を
行

い
、
体
験
を
通
し
て
現
場
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
体
系
化
し
て
い
る
。

タ
イ
長
期
フィ
ー
ル
ド
ス
タ
ディ
で
、

自
分
が
変
わ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
を
育
て
る

─
汝
の
光
を
輝
か
せ

─

［
恵
泉
女
学
園
大
学
］

押
山 

正
紀
●
恵
泉
女
学
園
大
学

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

《
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業（
イ
ベ
ン
ト
）編
》
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２　

タ
イ
長
期
Ｆ
Ｓ
の
学
び

　

タ
イ
長
期
Ｆ
Ｓ
で
は
、
タ
イ
語
や
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
関
す

る
理
解
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
や
レ
ポ
ー
ト
の
ま
と
め

方
な
ど
の
客
観
的
知
識
を
修
得
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
か
ら
、
テ
ー
マ
や
体
験
学
習
先
の
決
定
、
体
験
学
習

先
で
の
人
間
関
係
の
作
り
方
や
体
験
学
習
の
あ
り
方
に
至
る
ま
で
、

自
分
で
考
え
て
決
め
る
自
己
決
定
力
や
、
そ
れ
に
責
任
を
持
ち
行

動
す
る
行
動
力
、
長
時
間
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
諦
め
な
い
忍

耐
持
久
力
、
ど
ん
な
環
境
で
も

生
活
で
き
る
適
応
力
、
誰
と
で

も
協
働
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、
さ
ら
に
自
分
と
の

対
話
の
積
み
重
ね
を
通
し
て
培

わ
れ
る
自
己
省
察
力
を
鍛
え
、

育
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
市
民
の
資
質
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

　

学
生
は
自
ら
の
実
体
験
や
ほ

か
の
参
加
メ
ン
バ
ー
の
体
験
を

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
社
会

を
変
え
る
の
は
大
変
で
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
何
も
し
な
け

れ
ば
良
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
一
歩
ず
つ
で
も
社
会
を
変
え
る
た

め
に
自
分
が
動
く
」、「
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
」、「
自

分
の
も
の
さ
し
を
見
つ
け
た
」、「
目
の
前
に
あ
る
こ
と
を
一
生
懸

命
や
る
こ
と
が
大
事
で
、
道
が
開
け
る
。
失
敗
は
修
正
す
れ
ば
い

い
か
ら
悪
い
こ
と
で
は
な
い
」、「
先
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
頭
で
っ

か
ち
だ
っ
た
が
、
と
り
あ
え
ず
の
精
神
で
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
、
座
学
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
「
自
分
が
他
者
と
共
に

幸
せ
に
生
き
る
力
」
も
修
得
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
は
い

か
に
あ
る
べ
き
か
、
そ
れ
を
全
う
す
る
た
め
に
職
場
、
地
域
、
家

庭
、
ど
こ
に
あ
っ
て
も
自
分
の
存
在
価
値
を
見
つ
け
、
実
践
し
、

輝
き
続
け
て
い
る
卒
業
生
た
ち
の
タ
イ
長
期
Ｆ
Ｓ
後
の
進
路
選
択

や
学
び
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
長
期
Ｆ
Ｓ
15
周
年
を
記
念
し

て
出
版
し
た
『
タ
イ
で
学
ん
だ
女
子
大
生
た
ち

─
長
期
Ｆ
Ｓ
で

生
き
方
が
変
わ
る
』（
コ
モ
ン
ズ
、
２
０
１
６
年
）
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
学
生
の
生
き
方
を
も
変
え
る
原
動
力
と
な
っ
た
体
験

学
習
先
の
機
関
や
村
の
人
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
一

方
的
な
学
び
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
も
受
け
入
れ
先
と
継

続
的
に
つ
な
が
り
、
協
働
し
な
が
ら
学
生
主
体
の
能
動
的
な
学
び

の
サ
ポ
ー
ト
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
経
緯

　
「
伊
勢
」
と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
伊
勢
市
と
の
協
働
に

よ
る
外
国
人
短
期
留
学
生
招
聘
事
業
で
あ
り
、
２
０
１
２
年
に
計

画
さ
れ
た
。
同
市
は
２
０
１
１
年
に
国
際
化
推
進
の
指
針
を
打
ち

出
し
た
も
の
の
、
同
年
に
伊
勢
を
訪
れ
た
外
国
人
（
同
市
観
光
統

計
「
神
宮
参
拝
者
数
」
に
よ
る
）
は
約
２・

６
万
人
と
全
体
の
０・

３
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
特
に
欧
米
に
お
け
る
伊
勢
の
認

知
度
は
低
い
と
分
析
さ
れ
て
い
た
。
欧
米
圏
に
対
し
て
効
果
的
な

手
段
で
Ｐ
Ｒ
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
結
び
付
け
た
い
同

市
と
、
外
国
人
留
学
生
の
在
籍
率
が
常
に
０・

７
％
前
後
を
推
移

し
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
受
け
入
れ
に
偏
っ
て
い
た
本
学
と
の
思
惑

が
合
致
し
た
結
果
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
１
４
年
春
に
第
１
回

を
実
施
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

２　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
毎
年
２
月
下
旬
か
ら
３
週
間
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
、
14
名
程
度
の
参
加
者
（
日
本
学
を
専
攻
す
る
海
外
大
学

院
在
籍
者
、
若
手
研
究
者
な
ど
）
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
参
加
要

件
と
し
て
、
本
学
は
日
本
語
に
よ
る
講
義
が
理
解
で
き
る
こ
と
を

求
め
、
伊
勢
市
は
伊
勢
に
関
す
る
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
で
母

語
も
し
く
は
英
語
に
よ
り
毎
日
、
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

参
加
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
は
、
本
学
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

各
種
施
設
を
提
供
し
、
同
市
は
渡
航
費
や
滞
在
費
を
負
担
し
て
い

る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
神
宮
の
歴
史
」「
神
道
と
武
士
道
」「
伊
勢

の
民
俗・

風
俗
」
な
ど
の
各
種
座
学
の
ほ
か
、「
神
道
の
祭
式
行
事

作
法
」「
茶
道
と
日
本
文
化
」
な
ど
の
体
験
型
学
習
、
神
宮
を
は
じ

め
と
す
る
市
内
の
歴
史
地
区
や
参
宮
街
道
を
訪
ね
る
実
地
学
習
に

よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
参
加
者
に

よ
る
公
開
型
成
果
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
同
市
民
ら
も
来
場
す
る
。

３　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

　

本
年
春
で
６
回
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
に
25
カ
国
か
ら
80
名
を
受

け
入
れ
て
き
た
。
地
域
別
に
見
る
と
欧
州
か
ら
の
受
け
入
れ
が
最

伊
勢
か
ら
世
界
へ
、世
界
か
ら
伊
勢
へ

―「
伊
勢
」
と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム

［
皇
學
館
大
学
］

玉
田 
功
●
皇
學
館
大
学
学
生
支
援
部
国
際
交
流
担
当
主
幹

《
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業（
イ
ベ
ン
ト
）編
》
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も
多
く
60
名
、
次
い
で
北
米
の
10
名
、
ア
ジ
ア
の
７
名
と
続
く
。

初
来
日
の
参
加
者
は
29
名
、
う
ち
９
名
は
そ
の
後
日
本
で
長
期
留

学
を
果
た
し
て
い
る
。
現
在
、
本
国
な
ど
で
日
本
学
の
研
究
職
（
ポ

ス
ド
ク
含
む
）
に
就
い
て
い
る
者
は
25
名
に
達
す
る
。

　

情
報
発
信
の
効
果
分
析
は
難
し
い
が
、
２
０
１
５
年
に
ス
ペ
イ

ン
か
ら
の
参
加
者
が
神
仏
習
合
に
つ
い
て
ス
ペ
イ
ン
語
で
発
信
し

た
ペ
ー
ジ
に
は
、
１
万
件
超
の
ア
ク
セ
ス
が
記
録
さ
れ
た
。
ま
た
、

実
地
学
習
先
で
あ
る
神
宮
と
関
係
の
あ
る
伝
統
工
芸
業
の
経
営
者

は
、「
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
か
げ
で
、海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
毎

年
増
加
し
て
い
る
」と
話
す
。実
地
学
習
で
は
案
内・

解
説
を
現
地

ガ
イ
ド
に
委
託
す
る
こ
と
が
多
い
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
神か

み

社や
し
ろみ
な
と

ま
ち
再
生
グ
ル
ー
プ
」
の
中
村
清
理
事
長
は
「
神
社
は
か
つ
て
船
参

宮
で
栄
え
た
が
、
人
口
減
少
著
し
く
、年
々
衰
退
し
、町
の
維
持
に

苦
慮
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、外
国
か
ら
の
若
者
が
日
本
人
以

上
の
熱
心
さ
を
も
っ
て
学
習
し
、魅
力
を
発
信
し
て
く
れ
る
。
こ
れ

ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
参
加
者
の
一
人

（
米
国
）
は
、
後
に
「
地
域
の
歴
史
や
民
俗
を
後
世
に
伝
承
し
よ
う

と
奮
闘
す
る
地
域
住
民
の
姿
に
感
銘
を
受
け
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

本
学
の
学
生
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加

者
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
毎
年
数
十
名
が
協
力
す
る
が
、
学
生
か

ら
は
「
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
刺
激
を
受
け
続
け
た
。
日
本
や
地

元
の
こ
と
に
つ
い
て
逆
に
教
わ
る
こ
と
が
多
く
、
自
国
の
こ
と
を

知
ら
な
く
て
は
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
れ
な
い
こ
と
を
学
ん

だ
」
と
の
声
が
毎
回
聞
か
れ
る
。

４　

現
状
と
展
望

　

２
０
１
８
年
の
神
宮
の
外
国
人
参
拝
者
は
、
全
体
の
１・

２
％

程
度
、
約
10・

１
万
人
に
伸
び
た
。
こ
の
間
、
国
際
的
認
知
度
の

高
い
神
宮
の
式
年
遷
宮
や
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、
ま
た
伊
勢
市
に

よ
る
在
英
国
日
本
大
使
館
や
米
国・

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と

の
海
外
情
報
発
信
に
関
す
る
連
携
事
業
等
が
行
わ
れ
て
き
た
。
同

市
の
調
査
（
２
０
１
８
年
）
に
よ
る
と
、
初
来
日
で
伊
勢
を
訪
れ

た
観
光
客
の
地
域
別
割
合
は
、
欧
米
が
38
％
、
東
ア
ジ
ア
は
８
％

と
な
っ
て
お
り
、
英
米
を
中
心
と
し
た
欧
米
へ
の
情
報
発
信
の
効

果
が
表
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

国
際
交
流
の
意
義
は
、
諸
外
国
の
文
化
を
通
し
て
自
己
や
自
国

の
文
化
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
に
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
神
道

学
研
究・

学
習
の
国
際
発
信
の
場
と
し
て
定
着
し
、
ま
た
伊
勢
の

地
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
依
っ
て
立
つ
地
域
（
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
）、

世
界
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）、
地
球
（
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
）
に
つ
い
て
学
び
合
う
草
の
根
交
流
が
地
域
の
活
性
化
に
少
し

で
も
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
結
び
と
す
る
。
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